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News!

News!

米新品種「はれわたり」販売スタート

野菜残さの餌で育てた豚のふんを堆肥に

今年から全国デビュー、取り扱い1500㌧

地域資源を活用した混合堆肥複合肥料を発売

青森県本部

群馬県本部

　
青
森
県
本
部
は
9
月
26
日
、今
年
か
ら
全
国
デ
ビ
ュ
ー
す
る
新
品
種

「
は
れ
わ
た
り
」の
精
米
を
行
い
ま
し
た
。精
米
さ
れ
た
商
品
は
全
国
の

各
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
本
部
と
朝
日
ア
グ
リ
ア
㈱
は
10
月
6
日
、県
産
野
菜
残
さ
の

餌
で
育
て
た
豚
の
ふ
ん
を
活
用
し
た
混
合
堆
肥
複
合
肥
料「
ブ
ー
ス

タ
ー
2
6
6
」を
発
売
し
ま
し
た
。

　
精
米
は
青
森
市
の
県
本
部

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、初
日
は
50
㌧
の
精
米
を
行

い
ま
し
た
。2
0
2
3
年
産
の

「
は
れ
わ
た
り
」の
精
米
取
り
扱

い
は
1
5
0
0
㌧
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　「
は
れ
わ
た
り
」は
、（
地
独
）

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
農

林
総
合
研
究
所
が
交
配
開
始
か

ら
13
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発

し
た
新
品
種
。
耐
冷
性
や
い
も

ち
病
抵
抗
性
が
強
い
こ
と
か

ら
、
生
産
者
の
期
待
が
高
い
品

種
で
す
。

　
同
肥
料
は
肥
料
価
格
高
騰
や
、

農
水
省
の「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」を
受
け
て
、安
定

的
に
調
達
で
き
る
県
内
の
豚
ぷ

ん
堆
肥
に
注
目
し
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
県
産
豚
ぷ
ん
堆
肥
を
約

　
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
実
施

し
た
22
年
産
米
の「
米
の
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、参
考
品
種

な
が
ら
最
高
評
価
の「
特
A
」を

獲
得
。粒
立
ち
が
良
く
、表
面
は

白
く
光
り
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た

優
し
い
食
感
と
程
よ
い
甘
み
が

特
徴
で
す
。

　
県
本
部
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
販
売

課
の
村
田
武
志
課
長
は「
つ
が

る
ロ
マ
ン
の
後
継
銘
柄
と
し
て

大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
青
森
米
に
な

い
食
味
を
ぜ
ひ
試
し
て
ほ
し
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

35
%
使
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

資
源
を
活
用
し
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
使
用
す
る
豚
ぷ
ん
は
、県
本
部

の
青
果
物
一
次
加
工
セ
ン
タ
ー

か
ら
排
出
さ
れ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の

芯
な
ど
を
餌
と
し

て
与
え
て
い
る
沼

田
市
の
養
豚
会

社
・
利
根
沼
田

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー

ム
㈱
か
ら
供
給

さ
れ
て
お
り
、耕

種
・
畜
産
の
垣
根

を
超
え
た
地
域
資

源
の
循
環
を
図
っ

て
い
ま
す
。県
本

部
と
朝
日
ア
グ
リ

ア
は
、今
後
も
耕

畜
連
携
の
促
進
を

図
り
国
際
情
勢
に

左
右
さ
れ
に
く
い

安
定
的
な
肥
料
の

供
給
を
目
指
し
ま

す
。

生産者からの注目も高い今年全国デビューの
「はれわたり」

「
ブ
ー
ス
タ
ー
２
６
６
」を
Ｐ
Ｒ
す
る（
右
か
ら
）朝
日
ア
グ
リ
ア

の
浦
井
晋
部
長
、佐
々
木
邦
明
課
長
、利
根
沼
田
ド
リ
ー
ム

フ
ァ
ー
ム
の
黒
澤
豊
代
表
取
締
役
、群
馬
県
本
部
の
中
島
大

助
肥
料
農
薬
課
長
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　全農は１０月１３日、「ＪＡ資材店舗ＣＳ甲子園2023」の表彰大会を都内で開催しました。優勝・準優勝店
舗を含めた受賞11県15店舗が参加し、各代表者に表彰状が手渡されました。　　　　　　  【耕種資材部】

「ＪＡ資材店舗CS甲子園2023」表彰大会を開催
全国42府県から126ＪＡ503店舗が応募

　全農の購買事業部門が企画する
最大規模の大会。2002年から20
回にわたり開催した「ＪＡ－ＰＯＰ
甲子園」を一昨年リニューアルし、3
回目の開催となります。今年は全国
42府県から126ＪＡ503店舗が応
募し、全540作品中98作品が受賞
しました。
　大型陳列部門では島根県のＪＡ
しまね西いわみ地区本部益田グ
リーンセンター、簡易陳列部門で
は山形県のＪＡあまるめ資材館が
優勝に輝き、店舗での取り組み事
例を発表しました。
　お客さま目線にこだわりぬいた
肥料陳列で、昨年度準優勝から2
年ぶりに優勝を奪還した益田グ

リーンセンターは、陳列に用いた
注文カードについて「お客さまへの
声掛けがしやすくなった」「“分かり
やすい”“注文カードは楽で大変よ
い”と組合員から大好評だった」と
使用効果を述べました。店舗天
井まで装飾を凝らしインパクトのあ
る陳列を行ったＪＡあまるめ資材館

からは、「ＳＮＳでの宣伝で陳列商
品の供給数が増加した」と陳列以
外の取り組みについても紹介があ
りました。
　今後も、この大会を通じて購買
拠点活性化による組合員満足度向
上と春の当用期における実績拡大
を目指します。

2023大会の主な表彰店舗

益田グリーンセンター

JAあまるめ資材館
二戸営農経済センター 舌崎店
JAファーム今井
JAグリーンりほく

斐川グリーンセンター

ＪＡしまね
西いわみ地区本部
ＪＡあまるめ
ＪＡ新いわて
ＪＡ松本ハイランド
ＪＡ梨北
ＪＡしまね
斐川地区本部

島根

山形
岩手
長野
山梨

島根

大型

簡易

大型

簡易

優　勝

準優勝

陳列部門 県名 JA名 店舗名賞

「ＪＡ資材店舗ＣＳ甲子園2023」の受賞者ら

受賞店舗代表者には表彰状が手渡された 大型陳列優勝店舗の益田グリーンセンター（JAしまね）の陳列 簡易陳列優勝店舗のJAあまるめ資材館
（JAあまるめ）の陳列

3 2023 11.13 vol.1054

JA
 Z

ennoh W
eekly

特　

  

集



作
業
は
圃
場
で
の
定
植
・
収
穫
な
ど

の
作
業
と
、
選
別
・
袋
詰
め
な
ど
施

設
内
で
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
３
J
A
は〝
地

域
と
の
連
携
〞
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
掲
げ
て
お
り
、
目
的
は
新
規
就
農

防
除
、
園
芸
品
目
で
は
防
除
作
業
に

多
大
な
労
力
が
か
か
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、

バ
レ
イ
シ
ョ
、
サ
ト
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
露
地
野
菜
で
請
負
面
積
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
営
農
管
理

シ
ス
テ
ム「
Ｚ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
を
活
用
し
て

い
る
点
で
す
。Ｊ
Ａ
に
は
ド
ロ
ー
ン
防

除
計
画
時
に「
Ｚ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」で
圃
場

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ウ
ド

上
で
圃
場
情
報
を
県
本
部
、Ｄ
Ｐ
Ｓ

社
と
共
有
し
ま
す
。
事
前
に
圃
場
が

者
が
地
域
へ
溶
け
込
む
第
一歩
、
地
域

特
産
品
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
農
福
連
携
は
単
な
る
労
働
力

確
保
で
は
な
く
、
福
祉
の
持
っ
て
い

る
能
力（
飲
食
店
経
営
・
食
品
製
造
・

内
職
な
ど
）
と
の
融
合
で
農
業
の
さ

　
労
働
力
支
援
事
業
は
生
産
基
盤

の
維
持
拡
大
・
農
業
関
係
人
口
の
増

加
を
目
指
し
て
お
り
、
大
分
県
本
部

の
農
作
業
受
委
託
事
業
を
参
考
に

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
３
者
連
携
に

よ
る
農
繁
期
の
労
働
力
確
保
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
周
年
で

作
物
が
栽
培
で
き
る
気
候
を
生
か

し
、
広
域（
複
数
J
A
で
の
農
繁
期

の
移
動
）で
の
労
働
力
支
援
事
業
を

計
画
。
20
年
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

（
運
送
会
社
）
と
B
型
福
祉
事
業
所
※

の
施
設
外
就
労
に
よ
る
農
作
業
委
託

連
携
、
21
年
か
ら
は
J
T
B
と
の
連

携
も
開
始
し
ま
し
た
。

　
農
福
連
携
事
業
は
主
に
就
労
継

続
支
援
A
・
B
型
事
業
所
※
と
の
農

作
業
受
委
託
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

10
月
末
〜
5
月
の
期
間
限
定
で
稼
働

す
る
選
果
場
は
、
作
業
員
の
高
齢
化

と
人
員
の
確
保
が
課
題
で
し
た
。

J
T
B
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
の
な

か
っ
た
層
の
作
業
員
の
確
保
が
で
き

選
果
場
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま

し
た
。
J
T
B
を
介
し
た
参
加
者
か

ら
は「
県
民
な
の
に
こ
ん
な
に
お
い
し

い
ダ
イ
コ
ン
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
」
な
ど
、
特
産
品
を
知
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
上

が
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
特

定
技
能
実
習
生
も
加
入
し
、
選
果
場

の
安
定
的
な
労
働
力
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
し
て
い
た「
広
域
で
取
り
組

む
労
働
力
支
援
」に
は
及
ん
で
い
ま

せ
ん
が
、
各
J
A
の
取
り
組
み
は
拡

大
し
て
お
り
、
今
後
は
J
A
同
士
が

連
携
し
た
広
域
労
働
力
支
援
事
業

に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

　
水
稲
や
園
芸
品
目
生
産
者
の
農

薬
散
布
な
ど
に
係
る
労
力
を
補
完
す

る
た
め
に
、
19
年
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
農
薬
散
布
な
ど
の
請
負
に
つ
い
て

協
議
、
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
当

初
は
県
本
部
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
養
成
、
作
業
請
負
な
ど

も
検
討
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱（
以
下
、

D
P
S
社
）に
外
部
委
託
す
る
こ
と

で
、
県
本
部
と
企
業
で
役
割
分
担
を

し
業
務
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
９
月
末
の
請
負
実
施
面

積
は
、
水
稲
で
４
０
０
㌶（
前
年
対

比
３
０
０
㌶
増
）、
園
芸
品
目
で
２１

㌶（
前
年
対
比
１０
㌶
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
水
稲
で
は
空
散
に
よ
る
共
同

確
認
で
き
る
た
め
、
準
備
か
ら
実
際

の
散
布
に
至
る
ま
で
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
ま
す
。

　
今
後
は
受
発
注
、
代
金
精
算
に
つ

い
て
、Ｊ
Ａ
購
買
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
J
Ａ
と
と
も
に
地
域

課
題
を
共
有
し
、
生
産
の
維
持
・
拡

大
に
向
け
た
労
働
力
の
確
保
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
策
を
併
せ
て
実
行

し
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

生
産
基
盤
を
維
持
拡
大

　労
力
補
完
し
生
産
性
向
上
へ

労
働
力
支
援
事
業
＋
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
請
負
事
業

　千
葉
県
は
周
辺
を
海
に
囲
ま
れ
た
温
暖
な
気
候
で
、
周
年
で
作
物
が
栽

培
で
き
る
全
国
で
も
有
数
の
農
業
県
で
す
。
特
産
品
は
野
菜
・
果
樹
・
ラ
ッ

カ
セ
イ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
が
近
い
た
め
人
口
も
多
く
、
新
規
就

農
希
望
者
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
就
業
人
口
全
体
は

全
国
と
同
様
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
労
働
力
の
不
足
や
作
付
面
積

の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
千
葉
県
本
部
で
は
生
産
基
盤
の

維
持
拡
大
と
生
産
性
向
上
に
向
け
、
2
0
1
9
年
か
ら
労
働
力
支
援
事

業
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
請
負
事
業
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
。
初
年
度
は
研
修
や
現
地
視
察
な
ど
の
情
報
収
集
か
ら

始
ま
り
、
現
在
で
は
労
働
力
支
援
事
業
（
４
J
A
）
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

農
薬
散
布
請
負
事
業
（
12
J
A
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【千
葉
県
本
部
】

ら
な
る
発
展
を
図
り
ま
す
。
今
後
は

行
政
と
と
も
に
他
分
野
と
の
連
携

も
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
J
T
B
と
の
連
携
は
J
A
の
ダ
イ

コ
ン
選
果
場
の
安
定
稼
働
に
向
け
た

農
作
業
受
委
託
の
取
り
組
み
で
す
。

労
働
力
支
援
事
業

J
T
B
・
農
福
連
携

農
薬
散
布
請
負
事
業

外
部
委
託
で
役
割
分
担

ほ
じ
ょ
う

地域の福祉事業所・生産者・行政を集めて実施した農福作業見学会では生産者が作業内容を説明した

農福連携　ラッカセイ作業

農福連携　現地研修会　タマネギ定植

JTB　JA市原市ダイコン選果場

福祉事業所の職員と利用者が特産のラッカセイの圃場で協力しながら作業を行う

JTBを介してキャンピングカーで全国を旅する人も参加

トウモロコシにおける実証散布

ドローンによる農薬散布

労
働
力
支
援
特
集

千
葉

一般企業で働くことが困難な方に対して就労機会を提供する福祉サービス
で、雇用契約を結び利用するA型と結ばないB型の2種類に分類される。※就労継続支援事業
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作
業
は
圃
場
で
の
定
植
・
収
穫
な
ど

の
作
業
と
、
選
別
・
袋
詰
め
な
ど
施

設
内
で
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
３
J
A
は〝
地

域
と
の
連
携
〞
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
掲
げ
て
お
り
、
目
的
は
新
規
就
農

防
除
、
園
芸
品
目
で
は
防
除
作
業
に

多
大
な
労
力
が
か
か
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、

バ
レ
イ
シ
ョ
、
サ
ト
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
露
地
野
菜
で
請
負
面
積
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
営
農
管
理

シ
ス
テ
ム「
Ｚ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
を
活
用
し
て

い
る
点
で
す
。Ｊ
Ａ
に
は
ド
ロ
ー
ン
防

除
計
画
時
に「
Ｚ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」で
圃
場

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ウ
ド

上
で
圃
場
情
報
を
県
本
部
、Ｄ
Ｐ
Ｓ

社
と
共
有
し
ま
す
。
事
前
に
圃
場
が

者
が
地
域
へ
溶
け
込
む
第
一歩
、
地
域

特
産
品
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
農
福
連
携
は
単
な
る
労
働
力

確
保
で
は
な
く
、
福
祉
の
持
っ
て
い

る
能
力（
飲
食
店
経
営
・
食
品
製
造
・

内
職
な
ど
）
と
の
融
合
で
農
業
の
さ

　
労
働
力
支
援
事
業
は
生
産
基
盤

の
維
持
拡
大
・
農
業
関
係
人
口
の
増

加
を
目
指
し
て
お
り
、
大
分
県
本
部

の
農
作
業
受
委
託
事
業
を
参
考
に

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
３
者
連
携
に

よ
る
農
繁
期
の
労
働
力
確
保
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
周
年
で

作
物
が
栽
培
で
き
る
気
候
を
生
か

し
、
広
域（
複
数
J
A
で
の
農
繁
期

の
移
動
）で
の
労
働
力
支
援
事
業
を

計
画
。
20
年
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

（
運
送
会
社
）
と
B
型
福
祉
事
業
所
※

の
施
設
外
就
労
に
よ
る
農
作
業
委
託

連
携
、
21
年
か
ら
は
J
T
B
と
の
連

携
も
開
始
し
ま
し
た
。

　
農
福
連
携
事
業
は
主
に
就
労
継

続
支
援
A
・
B
型
事
業
所
※
と
の
農

作
業
受
委
託
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

10
月
末
〜
5
月
の
期
間
限
定
で
稼
働

す
る
選
果
場
は
、
作
業
員
の
高
齢
化

と
人
員
の
確
保
が
課
題
で
し
た
。

J
T
B
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
の
な

か
っ
た
層
の
作
業
員
の
確
保
が
で
き

選
果
場
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま

し
た
。
J
T
B
を
介
し
た
参
加
者
か

ら
は「
県
民
な
の
に
こ
ん
な
に
お
い
し

い
ダ
イ
コ
ン
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
」
な
ど
、
特
産
品
を
知
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
上

が
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
特

定
技
能
実
習
生
も
加
入
し
、
選
果
場

の
安
定
的
な
労
働
力
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
し
て
い
た「
広
域
で
取
り
組

む
労
働
力
支
援
」に
は
及
ん
で
い
ま

せ
ん
が
、
各
J
A
の
取
り
組
み
は
拡

大
し
て
お
り
、
今
後
は
J
A
同
士
が

連
携
し
た
広
域
労
働
力
支
援
事
業

に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

　
水
稲
や
園
芸
品
目
生
産
者
の
農

薬
散
布
な
ど
に
係
る
労
力
を
補
完
す

る
た
め
に
、
19
年
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
農
薬
散
布
な
ど
の
請
負
に
つ
い
て

協
議
、
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
当

初
は
県
本
部
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
養
成
、
作
業
請
負
な
ど

も
検
討
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱（
以
下
、

D
P
S
社
）に
外
部
委
託
す
る
こ
と

で
、
県
本
部
と
企
業
で
役
割
分
担
を

し
業
務
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
９
月
末
の
請
負
実
施
面

積
は
、
水
稲
で
４
０
０
㌶（
前
年
対

比
３
０
０
㌶
増
）、
園
芸
品
目
で
２１

㌶（
前
年
対
比
１０
㌶
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
水
稲
で
は
空
散
に
よ
る
共
同

確
認
で
き
る
た
め
、
準
備
か
ら
実
際

の
散
布
に
至
る
ま
で
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
ま
す
。

　
今
後
は
受
発
注
、
代
金
精
算
に
つ

い
て
、Ｊ
Ａ
購
買
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
J
Ａ
と
と
も
に
地
域

課
題
を
共
有
し
、
生
産
の
維
持
・
拡

大
に
向
け
た
労
働
力
の
確
保
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
策
を
併
せ
て
実
行

し
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

生
産
基
盤
を
維
持
拡
大

　労
力
補
完
し
生
産
性
向
上
へ

労
働
力
支
援
事
業
＋
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
請
負
事
業

　千
葉
県
は
周
辺
を
海
に
囲
ま
れ
た
温
暖
な
気
候
で
、
周
年
で
作
物
が
栽

培
で
き
る
全
国
で
も
有
数
の
農
業
県
で
す
。
特
産
品
は
野
菜
・
果
樹
・
ラ
ッ

カ
セ
イ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
が
近
い
た
め
人
口
も
多
く
、
新
規
就

農
希
望
者
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
就
業
人
口
全
体
は

全
国
と
同
様
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
労
働
力
の
不
足
や
作
付
面
積

の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
千
葉
県
本
部
で
は
生
産
基
盤
の

維
持
拡
大
と
生
産
性
向
上
に
向
け
、
2
0
1
9
年
か
ら
労
働
力
支
援
事

業
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
請
負
事
業
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
。
初
年
度
は
研
修
や
現
地
視
察
な
ど
の
情
報
収
集
か
ら

始
ま
り
、
現
在
で
は
労
働
力
支
援
事
業
（
４
J
A
）
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

農
薬
散
布
請
負
事
業
（
12
J
A
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【千
葉
県
本
部
】

ら
な
る
発
展
を
図
り
ま
す
。
今
後
は

行
政
と
と
も
に
他
分
野
と
の
連
携

も
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
J
T
B
と
の
連
携
は
J
A
の
ダ
イ

コ
ン
選
果
場
の
安
定
稼
働
に
向
け
た

農
作
業
受
委
託
の
取
り
組
み
で
す
。

労
働
力
支
援
事
業

J
T
B
・
農
福
連
携

農
薬
散
布
請
負
事
業

外
部
委
託
で
役
割
分
担

ほ
じ
ょ
う

地域の福祉事業所・生産者・行政を集めて実施した農福作業見学会では生産者が作業内容を説明した

農福連携　ラッカセイ作業

農福連携　現地研修会　タマネギ定植

JTB　JA市原市ダイコン選果場

福祉事業所の職員と利用者が特産のラッカセイの圃場で協力しながら作業を行う

JTBを介してキャンピングカーで全国を旅する人も参加

トウモロコシにおける実証散布

ドローンによる農薬散布

労
働
力
支
援
特
集

千
葉

一般企業で働くことが困難な方に対して就労機会を提供する福祉サービス
で、雇用契約を結び利用するA型と結ばないB型の2種類に分類される。※就労継続支援事業
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　府
本
部
の
広
報
業
務
は
、
管
理
部
門
と

各
現
業
部
門
か
ら
１
人
ず
つ
選
出
さ
れ
た
Ｈ

Ｐ
委
員（
広
報
委
員
）が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
1
回「
Ｈ
Ｐ
委
員
会
」を
開
催
し
、
投

稿
内
容
の
調
整
や
テ
ー
マ
を
決
め
た
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
、
自
部
門
だ
け
で
は
創
出
で

き
な
い
ア
イ
デ
ア
の
共
有
な
ど
、
部
門
間
交

流
を
図
り
な
が
ら
広
報
活
動
の
活
性
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

　意
見
交
換
の
中
で
は「
Ｊ
Ａ
と
作
成
し
た

動
画
が
店
舗
で
放
映
さ
れ
て
い
る
」「
J
A

訪
問
時
に
S
N
S
が
話
題
に
な
っ
た
」な
ど

の
情
報
共
有
も
あ
り
、
広
報
活
動
に
お
け
る

意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
も
た
ら
す
広
報
活
動
へ
の
可
能

性
を
生
か
し
、
取
り
入
れ
る
べ
き
活
用
方
法

を
見
出
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
業
務
拡
充
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

し
た
。

　I
n
s
t
a
g
r
a
m
は
拡
散
力
の
高
さ

や
視
覚
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
強
さ
、
さ
ら
に「
い

い
ね
」や「
フ
ォ
ロ
ー
」に
よ
っ
て
関
心
度
が
明

確
に
な
る
と
いっ
た
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
ま

す
。
投
稿
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
ア
プ
リ
の

検
索
機
能
や
関
連
情
報
表
示
機
能
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
、
徐
々
に
府
本
部
の
認
知
度
が
高

ま
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

　当
時
、
府
本
部
で
は
生
産
者
自
身
で
組
み

立
て
可
能
な「
農
業
用
小
型
ビ
ニ
ー
ルハ
ウ
ス
」

の
普
及
拡
大
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
近
年
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ

せ
、
そ
の
組
み
立
て

方
の
マ
ニュ
ア
ル
動
画

を
Y
o
u
T
u
b
e

に
投
稿
し
ま
し
た
。

そ
の
動
画
を
内
部
研

修
で
活
用
し
た
い
な

ど
の
声
が
あ
っ
た
こ

と
で
動
画
発
信
の
魅

　Ｈ
Ｐ
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
契
機
に
広
報
活
動

の
活
性
化
を
目
指
し
、
2
0
1
9
年
9
月
に

I
n
s
t
a
g
r
a
m
、
21
年
5
月
に

Y
o
u
T
u
b
e
を
開
設
し
ま
し
た
。Ｈ
Ｐ

は
組
織
情
報
な
ど
を
掲
載
す
る
府
本
部
の

「
顔
」と
し
て
必
要
不
可
欠
な
媒
体
で
す
が
、

投
稿
記
事
は
閲
覧
者
の
検
索
が
あ
っ
て
こ
そ

情
報
を
届
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
課

題
か
ら
不
特
定
多
数
が
手
軽
に
情
報
を
受
信

で
き
る
I
n
s
t
a
g
r
a
m
を
開
設
し
ま

力
・
必
要
性
を
感
じ
、
本
格
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
、
現
在
も
継
続
し
て

Y
o
u
T
u
b
e
を
活
用
し
た
発
信
を
し
て

い
ま
す
。

　Y
o
u
T
u
b
e
で
は「
営
農
通
信
シ
リ
ー

ズ
」「
漬
け
物
つ
け
て
み
た
シ
リ
ー
ズ
」と
いっ

た
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
投
稿
な
ど
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
内
容
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。「
営

農
通
信
シ
リ
ー
ズ
」で
は
、Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て

撮
影
し
た
動
画
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
他
の

Ｊ
Ａ
か
ら
も「
当
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
を
使
用
し

た
レ
シ
ピ
動
画
を
投
稿
で
き
な
い
か
」と
の

依
頼
が
あ
り
、
新
た
な
動
画
作
成
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　S
N
S
の
開
設
後
、Ｊ
Ａ
か
ら
運
用
方
法

の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
現
業
部
門
で
は
、Ｊ
Ａ
向
け
に
実
施

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・
研
修
を
、
後
日
録

画
視
聴
用
と
し
て
Y
o
u
T
u
b
e
の
限
定

公
開
で
投
稿
し
、
欠
席
者
へ
後
日
案
内
す
る

方
法
で
も
活
用
し
て
お
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
Ｊ
Ａ

支
援
・
業
務
改
善
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

JA全農大阪のYouTubeの動画一覧

県
本
部

だ
よ
り
大阪府本部

求
め
ら
れ
る
広
報
の
実
現
へ

府
本
部
一
体
と
な
っ
て
多
彩
に
情
報
発
信

　
大
阪
府
本
部
は
広
報
活
動
強
化
の
一
環
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
交
流
サ
イ
ト
）の
活
用
に
努
め
て
お

り
、イ
ベ
ン
ト
告
知
や
営
農
・
府
内
産
農
産
物
・
お
薦
め
商
品
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）を
は
じ
め
、
I
n
s
t
a
g
r
a
m
と
You
Tu
b
e
を
運
用
し

て
い
ま
す
。

動
画
で
認
知
度
が
高
ま
る

府
内
Ｊ
Ａ
と
連
携
強
め
る

HP委員会で意見交換を行う職員ら

JA全農大阪公式webサイト

部
門
間
の
交
流
を
図
り
活
性
化

6
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ＪＡみな穂
（富山県）

概要 2023 年２月 28 日現在

正組合員数　　　    　 　5205人
准組合員数　　    　　 　3620人
職員数                       188人
販売品取扱高            42億3千万円
購買品取扱高          32億3千万円
貯金残高  　         995億7千万円
長期共済保有高     2139億4千万円
主な農産物　　　　　米、大麦、大豆、
　水稲種子、球根、スイカ、ネギ、サトイモ

新
規
需
要
米
を
計
画
的
に
生
産

米
づ
く
り
で
生
き
る
体
制
に

規
需
要
米（
2
0
2
3
年
産
：

輸
出
用
米
1
5
2
5
㌧
、
備
蓄

米
2
2
0
0
㌧
、
米
粉
用
米

5
0
0
㌧
）の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
新
規
需
要
米
は
そ
れ

ぞ
れ
収
入（
販
売
価
格
、交
付
金

な
ど
）が
違
う
た
め
、J
A
が
事

前
に
生
産
者
の
作
付
面
積
を
調

整
・
配
分
し
、用
途
別
に
不
公
平

感
が
出
な
い
よ
う
に
共
同
計
算
を

行
い
、
生
産
者
手
取
り
が
一
定
と

な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
良
質

米
の
産
地
と
し
て
水
田
を
守
り
、

引
き
継
ぐ
た
め
、新
規
需
要
米
の

生
産
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
新
た
な
収
入
源
と
し
て
、「
米

プ
ラ
ス
ワ
ン
事
業
」と
銘
打
っ
て

園
芸
作
物
を
取
り
入
れ
た
複
合

や
集
落
営
農
の
組
織
化
な
ど
担
い

手
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
管
内
の
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
率
は
率
は
約
85
%
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
J
A
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
し
て
、地
域
に
根
差
し
た
活
動

や
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
生
産
調
整
の
一
環
と
し
て
新

　
管
内
の
農
業
法
人
の
女
性
社

長
3
人
が
中
心
と
な
り
、地
域
農

業
を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。直
売
所

「
み
な
穂
あ
い
さ
い
広
場
」に
併

設
さ
れ
た
加
工
室
で
は
、規
格
外

の
サ
ト
イ
モ
を
コ
ロ
ッ
ケ
と
し
て

商
品
化
す
る
な
ど
、J
A
も
積
極

的
に
加
工
品
開
発
で
連
携
し
て
い

ま
す
。来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に

も
女
性
生
産
者
の
活
動
を
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
共
に
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

白ネギの選別・調製

規格外のサトイモで作った
コロッケ「さとっころっ」の
販売

長
野
県

石
川
県

岐阜県

富山県

　
J
A
み
な
穂
は
、富
山
県
の
東

部
に
位
置
す
る
入
善
町
と
朝
日

町
を
管
内
と
し
、北
ア
ル
プ
ス
か

ら
流
れ
る
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。管
内
耕
地
の
ほ
と

ん
ど
が
水
田
で
、米
・
大
麦
・
大

豆
の
主
穀
作
を
中
心
に
、特
産
品

と
し
て
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
、

「
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西す
い
か瓜
」、
水
稲

種
子
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、生
産
体
制
の
強
化
を
図

る
た
め
、個
別
経
営
体
の
法
人
化

経
営
を
振
興
し
、ネ
ギ
や
サ
ト
イ

モ
な
ど
の
産
地
化
を
進
め
て
い

ま
す
。J
A
で
は
ネ
ギ
や
サ
ト
イ

モ
の
選
別
・
調
製
施
設
を
整
備

し
、
さ
ら
な
る
生
産
拡
大
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
農
業
法
人
の
雇

用
確
保
を
進
め
、
複
合
経
営
に

よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

特産品「入善ジャンボ西瓜」の品質査定
会。（左から）JAの細田勝二代表理事組合
長、入善町ジャンボ西瓜生産組合の高見
薫組合長

ＪＡみな穂主催の「みな穂フェス
ティバル」

作
付
面
積
を
調
整・配
分

共
同
計
算
も
実
施

園
芸
作
物
で
複
合
経
営

「
米
プ
ラ
ス
ワ
ン
事
業
」

女
性
生
産
者
を
応
援

加
工
品
開
発
で
連
携
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しまね・うまいもんくらぶ

　「スイートパーシモン」は、島根県で特に人気のある西条
柿を丁寧に乾燥させた干し柿です。原料の西条柿は、出雲
大社がある島根県出雲市の東部に位置し、県内一の柿産
地となっている平田地区で栽培されています。
　「スイートパーシモン」はこの「平田の西条柿」の甘みを凝
縮させながら乾燥させ、程よく水分を残すことで半生の軟
らかくしっとりした食感に仕上げています。和菓子のような
口当たりで日本茶やコーヒー、紅茶とも相性が良く、幅広い
世代に愛されています。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

スイートパーシモン （干し柿）（15個入り）……
4900円（税込み）

「ニッポンエールグミ」47都道府県制覇！

47都道府県のそれぞれの素材を使用した「ニッポンエールグミ」が出そろった

いちご

　全農と全国農協食品㈱は、「滋賀県産みおしずく苺グミ」
を商品開発し、11月13日に発売します。この商品で47
都道府県の素材を使用した「ニッポンエールグミ」が勢ぞ
ろいとなります。　　　    【営業開発部・全国農協食品㈱】

　全農は、消費拡大の輪を広げる取り組みの
一環として牛乳を５０％以上使用した「ミルクテ
ィー」をリニューアルし、１０月３０日より数量限定
で発売中です。　　　　　　　　　【酪農部】

　これまで日本の酪農を応援することを目的に、
牛乳を５０％以上使用した乳飲料シリーズを発
売してきました。中でもミルクティーは再販を求
める声が多かったことから、今回第４弾としてリ
ニューアル発売しました。
　リニューアルポイントとしては「国産原料」に
こだわり、前作よりも甘さを控えめにしました。

　「ニッポンエールグミ」の発売は2021年9月に21都道
県、28商品でスタートしました。今回、63種類目となる「滋
賀県産みおしずく苺グミ」を発売し、47都道府県の素材を
使用したグミが全てそろうこととなります。
　使用する原料の果実の多くは、一般流通には向かない
規格外品を使用しており、新しい品種や普段食べる機会が
少なくなじみのない果実についてもグミとして商品化する
ことで、その果実の知名度向上を図り、生鮮での販売強化
にもつなげることを目的としています。
　全農は、今後も「ニッポンエール」を通して、全国の産地・
JAと連携した商品開発に取り組んでいきます。

北海道産のてん菜糖、静岡県産の紅茶葉を使
い、味のアクセントに国産の練乳を使用してい
ます。
　「JAタウン」内の酪農部公式ショップ「酪市
酪座」をはじめ、一部のAコープや直売所など
で発売しています。

酪市酪座は
こちら

商品情報は
こちら

日
本
の
酪
農
を
応
援
シ
リ
ー
ズ「
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」

日本の酪農を応援シリーズ第4弾
10月30日から「ミルクティー」リニューアル発売中

『ＪＡ全農トピックス』の公式
X（旧Twitter）はこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力を
日々 発信中！ フォローはこちらから
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